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一
　過強陣痛は全分娩 の 約0．4％と出現頻度 は低 いが，最近では，陣痛促進剤の投与が原因

と考 えら れるケースが多いことで注 目され てい る e 過強陣痛は ， 適切な 処置を怠れば， 孑

宮破裂や胎盤血行障害による 胎児仮死 ・死亡など ， 田児 に対 して致命 的な影響 を与える危

険が高い．

　日本産科婦入科学会用語問題委員会
1）
は過強陣痛を子宮収縮の 上昇 ， 陣痛周期 の短縮，

および陣痛持続時間の延長と 定義してい る．

　　　　　　　　　 （裘 1）子宮内圧
・
陣痛周期 ・陣痛持続時間 の 墓準

　　　　　　　　　　　　 （陣痛 の 強さ の 表 現 法 小委 員 会に よ る）

1．子宮陽 圧

2　 陣 霜周期

3「　 陣 癘ll寺続時 閤 （子 宮 囗 開 大 度 ）

　表 1に子宮内圧 ， 陣痛周期 ， 陣痛持続時間の 基準を示 したが ， 過強陣痛 を診断する場合

に重要なこ とは ， ただ 1團の 異常に強い子筥収縮にのみ注目して判断すべ きもので はない ．

分娩 が順調に進行 するためには ， 分娩の各時期 に必要な陣痛の 強さ ， 持続時間さ らには周

期が必要で ， 陣痛が異常である かない かの 判定 には分娩進行状況と陣痛パターンとをにら

みながら判断すべ き闖題 である． したがっ て表 1の統計的数値か らみ て 異常高｛9Lで あるか

どうかの 診断も熏要で あるが，分娩の経過を踏 まえて臨床的 に判断することが最も大切な

ことである，
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1．陣痛促進剤の過剰投与

2．産道の抵抗増大

　　児頭骨盤不均衡 （CePhaio 　Oel＞iC　diSprOPOrtiOn：OPD ）， 回旋異常， 軟産道強靱，

　子宮奇形な どによる産道の抵抗増大

3．産婦の体質

〔1．陣痛促進剤の過剰投与）

　子筥収縮剤を適応と要絢 を十分守 っ た上で投与しても ， 子宮筋の 感受性の差異により思

わぬ過強陣痛を経験することがある，このため ， ます少量から投与を開始 し， 感受性を確

かめな がら行 うこ とが原則 で ある 。表 22｝に OxytOcin ，　 PGF 、。（Pnostaglandln　 F ，。），

PGEz （PrOstaglandin　E 、）の 投与法と注意事項 を記す、

　OxytOclnの 至適投与 時期 は分競第 II期で，初回は 1〜 3mu／min か ら開始 して 漸次増

量 し20mu／min 以下 に保つ．　 PGF 、，．は頚讐熟化作用もあるので分娩第 1期より投与可能で

ある，初回 は 2〜 3μ8／mln から開始 し， 漸次増量 し25μg／min 以下に保つ．　 PGEz は頚管

熟化作用を有する ので ， 頚管が宋熟な分娩 第 1 期の 投与が好ましい ．PGE ，は経〔コ剤で あ

るか ら，調節性 に欠けるので 過剰投与は避け る．投与は通常 り回 1錠を 1時間ごと に 6回

である．

　副作用で は悪心，嘔肚はいすれ の薬剤にも認められ，OxytOGinで はそ の ほ か過強陣痛，

チア ノーゼなど，PGF 、。 で は頭痛 ， 手足の しびれ ，
　 PGE ，では下痢 ， 顔面紅潮などが主な

ものである ．

　1，ますは使用 してい る 陣痛促進剤の投与を直ちにq⊃止する か投与速度を初回投与量 にま

　　で減少させる．

　2．Oxy 七〇 cin は血中半減期が 3分と極めて短 いの で ， 投与を中止するとすみやかに過強

　　陣痛は消失するこ とが多い．

　　　　　　　　　　　 （表 2 ）子宮収縮剤の投与法 と注意事頂
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（皿．産道の抵抗増大の場合〕

　ます原因 を正確に把握 し ， すみやか に対策を立て る ことが大切で ある．

　産道の 抵抗の 増大によっ て，産婦が痛みを訴える場合，セルシン，ホリゾン （ジアゼバ

∠」 ） 1A （5”−10mg）の筋注ま た は静注を行う．または硬膜外麻酔を実施して痛み を除

去し ， 抵抗を減少させ て分娩の進行をはか る．

（1甄。体質の場合）

　囹．過強陣痛の既往がある妊婦 は ， 分 娩予定日が近づ い たら外来で NS
一
「や内診の所 見に

　　注意し ， 分娩開始前に入院管理する．

　2．入 院後はモ＝ タリングを頻回に実施し ， 陣痛発来に注意する．分娩開始後は すみやか

　　に硬膜外 のチュ
ー

ブを挿入 して 過強陣痛に備え る．

〔N ．過強陣痛が持続する場合〕

　過強陣痛が持続する場合 の子宮収縮弛緩剤 は表 3　
3 ）
に示すような薬剤 が知 られて い る．

この う ち薬理学的に子禽収縮抑制効果が強 いもの として は ethanOI ，　magneslum 　sulfate ，

lndometacin，廐
一stlmulant などが代表的なものである．これらの ［‡〕でも速効性 と田体，

胎！へ の副作用の面から考える と，13p
−
stimulant が最適とされて いる．

　1．β1−stimulant の 使用

　A ）Utemerin （Ri七〇drine）

　　　 utemerin　l　A （50m8）十 5％ブ ドウ 糖500mlを50μg／min で 開 始 し ， 次第 に増

　　量 して 極量 は200μ8／min とする
4｝

．な お急速 抑制時iこ は10mg十 5％ブ ドウ糖20m［を

　　 2〜 5分 間で静注する．

　B） Br・「Canyl （TerbUtal「ne ＞

　　　 Bricany】 2〜 5A （O．　4・一一1．Omg）＋ 5％ブ ド ウ糖500m1を10〜 80μs／mln で 点 滴

　　　　　　　　 （表 3）子富弛緩剤 ：作用機序 ， 用墨 ， 投与方法 ， 副作用
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　　静注する．なお急速抑制時には100〜20D娼 を 5％ブドウ糖20mlに溶 解し ， 2〜 5分

　　 間で 静注するという方法もある．

　 ○）β2
−stimu ｝ant の投与禁忌と副作用

　　投与禁忌 ：循環器系疾憲，内分泌疾患 ， 重症産科系疾患

　　 副作用 ：母体 ；顔面紅潮 ， 動悸，め まい，低血圧，低 lm糖

　　　　　　新生児 ；頻脈 ， 低血糖 ， 低 K 血症 ， イレウス

　2。マグネゾ
ー

ル （magnesium 　sulfate ：MgSO ・）の使用

　　　β2
−stimulant で 効果が得 ら れない とき ， マグネ ゾール 単独ま た は β，

−
stimulant を

　　併羂する．マグネゾール は子宮収縮抑制に必要 な血中濃度 4 〜 8mg ／dlを維持 する．

　　な お投与時臨床的三大徴候の腱反射，呼吸数 ， 尿量 に注意しながら投与量を調節する．

　　重症心疾 患や腎障害合併に は禁忌で ある．

　　　副作用 ：　 碍体 ；熱感 ， 顔面 紅潮， 嘔気， 発汗 ， めまいなど

　　　　　　　　新生児 ；呼吸抑制，無 気力，筋緊 張減 退，電解質異常 （M9 ↑，　 Ca ↓），

締

難 鰍 蹴 ／
灘

＼

　　ら鹹 急斟 制が腰 の駘

　　　フ ［コ
ーセ ン O．　5nwf．5％十100

　　％○ ，を吸入。最訓 調 ．5％ま で

　　吸入 さ せ ，そ の 後1．5％の低 濃

　　度に下げる．速効性で数分で 十

　　分な子宮抑制が得られる。

（注意点）

  嘔吐などを予防するた めに意識を

　消失させない。

  田児に対する呼吸抑制 ， および弛

　緩出皿 に注意する．

◎全身麻酔時に必要な挿管セッ ト，

　薬品 ， 吸剄の準備 とバイクルサイ

　ン用モニ ヲーを装着する．

■躍固■D 　 　 　 懐 4 ）過強驫 蘇 の フ ・一
チ ・

一
ト

　過強陣痛対策と して，ます過 強陣痛 を正確 に診断し、適切な治療を 施す ことが大切で あ

る．表 45）

は対策の手順を フ〔）一チャ ートで 示した．
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